































J apanese Programs (履修案内)J にある以下の記述に則した内容であるということだけである。
( 1) JPN410.- 日本語実習 4A: 上級文法
上級レベルの学翠者の諾葉・文法能力の向上を目標とする。位相についてなど、日本
語のバリエーションについて学習することができる。





















司 (2005) での主張である。ゆえに、当然、「文型J の数には限りがあって、真の意味での「文
型」を扱うのは中級までということになる。一方で、「上級レベルの文法j で扱われるべき内容
とは、 f個々の単語の意味も習得し、あらゆる句構造規則を知っている自本語学習者にわからな
くて、日本語ネイティブにはわかる雷語表現、それに絡む要因を示すこと(荘司 (2005 : 20白21))J
であるということになる 2 )。





級文法"であると捉えることができるかもしれな l ¥0 






















まず、それぞれの表環を用いた文例を 2 、 3 提訴し、「この文の意味は ?J という問いを投げ
かける。表現の意味自体については了解している場合が多いので、数名から必ず返答がある。
例えば、 (3) の 1'"" あげく。. . J の場合だと、以下のような例文を訴し、意味を尋ねる。
(7 )彼はさんざん悩んだあげく、妻と離婚することにした。
(8 )彼女は道に迷ったあげく、結局パーティーには間に合わなかった。




以上からは、 I~あげく・・・」と 1'""結果・・. J が入れ替え可能な表現であるということ
になるが、類義表現であることは確かであるものの、もちろん形が違う以上、意味も完全に同
ーということはあり得ない (Bolinger (1977))。そこで、今度は次のような文を示し、アステ







最後に、 (11) (13) を以下のように書き換え、主節の内容がは子ましくな L 、 J 1悪いj 場合に
は、 I~あげく・・・」が「自然でJ 1座りのよいj ものになることを確認する。
(15) 一生懸命勉強したあげし第一希望の大学に落ちてしまった。
(16) ダイエットしたあげく、拒食症という病気になってしまった。
次に、 (4 )の 1'""かねる J の場合についても述べておきたい。最初に掲げる例文は、以下の
ようなものである。多くの学生は、(17) (18) の文意が 1'""できな L、」と同じ意味であること






次に、 1'""かねる J と I~できな Lリがいつでも交替可能ではないということを確認するため
に、アステリスク付きの不自然な文の登場となる。 (21) (22) の例と (17) (18) の差を考えて











→(教授者) 1 (23) (24) の文はどんな意味ですか ?J




(学生) ド. . J 
(27) *彼女が一生懸命頼んだくせに、彼は断ってしまった。
(28) 彼女が一生懸命頼んだのに、彼は断ってしまった。











(34) 奨学金をもらえないなら、留学はあきらめざるをえな L 、。





























































(久野 (1973: i)) 













1 )荘可 (2005) では、本稿と同じく、「上級文法j という授業における実践の報告が行われている。















例えば、 (37) の r*腰修届は来週の金I曜日までに事務室に提出せざるをえない。j は確かに不鼠然な文では
あるものの、非常に夜標な (marked) 状況や文脈などが整えば、日本語の文としてあり得るものである。
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